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大
阪
、全
国
の
中
で
は
不
十
分

2024年10月～物価高騰対策での
医療機関への都道府県補助

� （2025年２月４日現在）

都道府県 無床診療所への
支援金額

福島県 33万3千円
香川県 18万円
東京都 15万円
鳥取県 10万円

大阪府大阪府 ３万円３万円
※�都道府県情報については既に判明している都道
府県について一部抜粋して掲載しています

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
も
が

基
本
的
人
権
で
保
障
さ
れ
る

情
勢
報
告
で
関
心
高
く

保険証

物
価
高
騰
で
支
援
金
支
給
へ

　

２
月
16
日
に
協
会
が
開
催
し
た
生
涯
研
修
講
座
で
、
冒
頭
10
分
の
情
勢
報
告
に
拍
手
が
起

こ
っ
た
。
ほ
ぼ
毎
月
開
催
し
て
い
る
生
涯
研
修
講
座
で
は
、
そ
の
月
の
理
事
会
で
確
認
し
た

協
会
の
活
動
方
針
を
紹
介
し
て
い
る
。
好
評
だ
っ
た
の
は
、
従
来
の
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
紐
づ
け
解
除
で
き
る
と
の
報
告
の
場
面
だ
。
写
真
を
撮
る
姿
も
あ
っ

た
。
保
険
証
を
巡
る
詳
細
は
２
０
２
４
年
10
月
15
日
付
機
関
紙
で
解
説
し
て
い
る
。
患
者
の

質
問
に
は
左
の
図
を
参
考
に
し
て
応
じ
て
ほ
し
い
。

大
阪
府
は
３
万
円

大
阪
府
は
３
万
円

　

今
回
、
石
川
た
え
大
阪
府

議
会
議
員
（
日
本
共
産
党
）

の
情
報
提
供
で
、
大
阪
府
が

病
院
に
は
２
床
以
上
で
１
床

に
つ
き
１
万
５
千
円
、
無
床

診
療
所
お
よ
び
歯
科
技
工
所

に
は
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円
の
支

援
金
を
２
月
府
議
会
の
予
算

案
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

３
月
５
日
は

「
サ
ン
ゴ
の

日
」
と
さ
れ
て

い
る
。
サ
ン
ゴ

礁
は
多
く
の
海
洋
生
物
が
生

息
す
る
豊
か
な
生
態
系
を
支

え
て
い
る
。
近
年
、
地
球
温

暖
化
や
海
洋
汚
染
に
よ
り
サ

ン
ゴ
礁
が
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
先
月
、
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
を
閣
議
決
定

し
、
脱
炭
素
の
名
の
下
で
、

再
エ
ネ
と
と
も
に
原
子
力
を

「
最
大
限
活
用
」
す
る
こ
と

を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
福
島

原
発
事
故
後
の
自
公
政
権
で

方
針
と
さ
れ
て
き
た
「
原
発

依
存
度
を
で
き
る
限
り
低

減
」
を
反
転
さ
せ
る
も
の

で
、
政
府
は
２
０
２
４
年
度

の
発
電
電
力
量
に
占
め
る
割

合
を
原
子
力
２
割
、
火
力
３

～
４
割
な
ど
と
し
て
い
る
。

原
子
力
と
火
力
の
維
持
は
、

再
エ
ネ
の
導
入
を
そ
の
分
引

き
下
げ
、
安
全
で
環
境
保
全

型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
を
妨
げ
る
こ
と
に

な
る
。
今
日
の
世
界
的
課
題

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

を
危
険
で
環
境
破
壊
的
な
も

の
か
ら
安
全
で
環
境
保
全
型

へ
と
根
本
的
に
転
換
さ
せ
る

こ
と
で
あ
り
、
台
湾
で
も
原

発
撤
廃
を
進
め
て
い
る
。
日

本
の
政
策
は
、
全
地
球
的
な

目
標
に
背
を
向
け
る
も
の
で

あ
る
。�

（
Ｙ
）

　

協
会
は
１
月
17
日
、
大
阪
府
の
ほ
か
府
内
43
市
町
村
に
対

し
、
要
望
書
「
『
重
点
支
援
地
方
交
付
金
』
を
活
用
し
た
医

療
機
関
へ
の
財
政
措
置
の
実
施
、
拡
充
を
要
望
し
ま
す
」

を
、
小
澤
力
理
事
長
と
大
阪
府
保
険
医
協
会
・
宇
都
宮
健
弘

理
事
長
の
連
名
で
提
出
し
て
い
た
。
協
会
の
要
望
が
一
部
実

り
、
大
阪
府
は
３
万
円
、
大
阪
市
で
３
万
２
千
円
が
無
床
診

療
所
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ
る
。

し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す

る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て

は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な

い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国

政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を

必
要
と
す
る
」
と
書
か
れ
て

い
る
。

だ
。
そ
の
た
め
、
医
療
を
受

け
る
権
利
は
基
本
的
人
権
の

一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
人
権
規
約

国
際
人
権
規
約

で
も
保
障

で
も
保
障

　

国
際
人
権
規
約
と
い
う
の

ら
干
渉
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
側
面
で
、
社
会
権

的
側
面
は
逆
に
、
国
に
対
し

て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求

め
る
権
利
は
社
会
権
的
側
面

と
な
り
、
自
由
権
的
側
面
と

で
も
、
国
際
人
権
規
約
の
Ｂ

規
約
の
６
条
１
項
で
、
「
全

て
の
人
間
は
生
命
に
対
す
る

固
有
の
権
利
を
有
す
る
。
こ

の
権
利
は
法
律
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
る
。
何
人
も
恣
意
的

に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
国
際
人
権

規
約
の
Ａ
規
約
の
12
条
１
項

に
は
、「
こ
の
規
約
の
締
約

国
は
全
て
の
も
の
が
到
達
可

能
な
水
準
の
身
体
及
び
精
神

の
健
康
を
享
受
す
る
、
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
認
め
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
医
療
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
権
利
と
い
う
の

は
、
憲
法
上
も
国
際
人
権
規

約
で
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
を

ま
ず
こ
こ
で
伝
え
た
い
。

い
る
の
は
ど
う
し
て
な
の

か
。
そ
の
辺
り
か
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

憲
法
で
は

憲
法
で
は

1313
条
に
規
定

条
に
規
定

　

医
療
ア
ク
セ
ス
が
人
権
と

し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
状
況

と
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

誰
で
も
安
全
で
質
の
高
い
医

療
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利
が

基
本
的
人
権
と
し
て
平
等
に

保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。
一
番
の
大
も
と
に
は

個
人
の
尊
厳
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
は
憲
法
で
も
一

番
重
要
な
も
の
と
し
て
言
わ

　

個
人
の
尊
厳
は
基
本
的
人

権
の
中
核
を
な
し
、
不
可
侵

で
誰
で
も
持
っ
て
い
る
権
利

と
な
っ
て
い
る
。
個
人
が
尊

厳
を
持
っ
て
生
き
る
た
め
に

は
健
康
を
保
つ
こ
と
が
必
要

で
、
医
療
は
そ
の
こ
と
に
奉

仕
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

れ
て
い
る
。
憲
法
13
条
だ
。

「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と

が
あ
っ
て
社
会
権
規
約
（
Ａ

規
約
）
と
自
由
権
規
約
（
Ｂ

規
約
）
が
あ
る
。
個
人
の
尊

厳
に
つ
い
て
は
、
社
会
権
的

側
面
と
自
由
権
的
側
面
が
あ

る
が
、
自
由
権
的
側
面
は
国

家
か
ら
侵
害
さ
れ
な
い
、
国

家
か
ら
自
由
な
ん
だ
、
国
か

ま
れ
る
。

　

こ
の
全
て
を
一
体
と
し
て

見
る
と
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
誰
で
も
、
安
全
で
質

の
高
い
医
療
に
ア
ク
セ
ス
す

る
権
利
と
い
う
こ
と
が
、
法

律
上
、
憲
法
上
も
保
障
さ
れ

て
い
る
し
、
国
際
人
権
規
約

い
う
意
味
で
は
、
自

分
の
身
体
に
何
が
な

さ
れ
る
べ
き
か
を
自

分
で
決
め
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
自
己

決
定
も
こ
の
中
に
含

　

講
演
に
あ
た
っ
て
、
「
弁

護
士
か
ら
み
た
患
者
の
受
診

機
会
の
保
障
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
を
も
ら
っ
た
。
医
療
ア

ク
セ
ス
は
、
人
権
と
し
て
保

障
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
そ
し
て
、
そ
う
な
っ
て

　

協
会
は
２
月
１
日
、
大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
会
館
Ｍ

＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
、
「
弁
護
士
か
ら
見
た
、
患
者
の
受
診
機

会
の
保
障
―
医
療
ア
ク
セ
ス
と
経
済
的
負
担
―
」
と
題

し
、
日
弁
連
貧
困
問
題
対
策
本
部
事
務
局
次
長
の
森
弘
典

弁
護
士
を
講
師
に
会
員
学
習
会
を
開
催
し
た
。
編
集
部
の

責
任
で
講
演
概
要
を
ま
と
め
紹
介
す
る
。

Ｍ＆Ｄホールは変わりません。
★協会事務所は
〒556-0021　大阪市浪速区�
幸町2-2-20　清光ビル４階
※「桜川」駅⑤出口すぐ
★電話番号に変更はありません。

事務所を移転しました。

大
阪
市
は

大
阪
市
は

３
万
２
千
円

３
万
２
千
円

　

大
阪
市
も
２
月
21
日
に
補

正
予
算
が
成
立
し
た
。
２
０

２
５
年
２
月
１
日
現
在
、
大

阪
市
内
に
所
在
す
る
診
療
所

あ
る
い
は
技
工
所
で
１
診
療

所
あ
た
り
３
万
２
千
円
の
支

援
が
決
定
し
て
い
る
。
受
付

は
２
月
25
日
か
ら
で
３
月
24

日
に
締
め
切
ら
れ
４
月
以
降

支
給
さ
れ
る
。

国
が
交
付
金
の

国
が
交
付
金
の

追
加
を
決
定

追
加
を
決
定

　

協
会
は
例
年
取
り
組
ん
で

い
る
大
阪
府
交
渉
で
、
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
医
療
機
関

に
対
す
る
府
独
自
の
支
援
を

求
め
て
き
た
が
、
25
年
１
月

に
改
め
て
府
内
各
自
治
体
に

要
望
し
た
。
背
景
に
は
、
政

府
が
昨
年
11
月
に
決
定
し
た

「
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持

続
的
な
成
長
に
向
け
た
総
合

経
済
対
策
」
が
あ
る
。
こ
れ

を
受
け
て
厚
生
労
働
省
か

ら
、
各
都
道
府
県
と
市
町
村

に
、
食
材
料
費
や
光
熱
水
費

の
高
騰
に
対
す
る
医
療
機
関

へ
の
支
援
事
業
を
早
期
に
予

算
化
す
る
よ
う
事
務
連
絡
が

あ
っ
た
。

独
自
支
援
は
無
い

独
自
支
援
は
無
い

に
等
し
い
大
阪

に
等
し
い
大
阪

　

し
か
し
、
大
阪
府
の
支
援

金
は
国
の
交
付
金
の
範
囲
を

出
て
お
ら
ず
、
独
自
支
援
で

増
額
し
て
い
る
他
の
都
道
府

県
と
比
較
す
る
と
、
だ
い
ぶ

貧
弱
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
医
療
機
関
数
が
大
阪
府

よ
り
上
回
る
東
京
都
で
は
、

無
床
診
療
所
に
対
し
15
万
円

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
歯
科

技
工
所
は
７
・
５
万
円
で
あ

る
。
無
床
診
療
所
に
対
し
て

は
、
福
島
県
が
33
万
３
千
円

と
破
格
だ
。
そ
の
他
、
２
月

４
日
時
点
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
鳥
取
県
10
万

円
、
香
川
県
18
万
円
な
ど
と

続
く
（
保
団
連
調
べ
）
。
大

阪
府
は
最
低
水
準
だ
と
い
え

る
。
日
々
更
新
さ
れ
て
お

り
、
各
都
道
府
県
の
支
援
金

の
状
況
は
議
会
を
経
て
今
後

明
ら
か
に
な
る
。

　

協
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
随

時
要
望
を
重
ね
て
き
た
。
協

会
が
昨
年
実
施
し
た
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
経
営
が
厳
し

い
理
由
と
し
て
８
割
が
物
価

高
騰
を
挙
げ
る
。
引
き
続
き

府
独
自
の
支
援
を
求
め
て
い

く
。協会の府内自治体への要望内容

　「重点支援地方交付金」を活用し、
医療機関と歯科技工所を対象にした、
食材料費の値上げや光熱水費の高騰な
どに対する財政措置を実施して下さい

弁
護
士
　
森
弘
典

弁
護
士
　
森
弘
典

人
権
人
権
と
し
て
の

と
し
て
の

　　
医
療
ア
ク
セ
ス

医
療
ア
ク
セ
ス

②

＼保険証は使えます／
✓協会けんぽ・被用者保険  
　→2025年12月１日まで
✓府内市町村国保   
　→2025年10月まで
✓後期高齢者医療制度   
　→2025年７月まで

マイナ
保険証紐づけ解除できます

①保険者に解除申請書を提出
　　　　　↓
②保険証の登録情報が
　解除され
　　　　　↓
③資格確認書発行　→ 協会けんぽの資格

確認書の例

⇧

各
有
効
期
限


